
Ｉ

①
②

前
槁
に
お
い
て
筆
者
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
（
以
下
、
『
今
昔
』
と
略
す
）
天
竺

部
に
多
く
存
在
す
る
「
前
生
識
」
「
本
生
謹
」
の
話
群
を
利
用
し
て
、
未
だ
に

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
天
竺
部
「
巻
五
」
の
読
み
の
問
題
の
解
決
を
試
み
た
。

そ
の
結
果
、
『
今
昔
』
編
者
が
巻
五
を
「
世
俗
」
の
巻
と
し
て
集
め
、
各
話
の

世
俗
性
が
強
く
な
る
よ
う
に
手
を
加
え
た
ら
し
い
痕
跡
を
読
み
取
る
こ
と
が

出
来
た
。
前
稿
で
は
、
仏
典
中
の
類
話
を
比
較
資
料
と
し
て
考
察
に
利
用
し

た
た
め
、
巻
五
に
み
ら
れ
る
改
変
は
『
今
昔
』
が
典
拠
と
し
た
も
の
に
す
で

に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
若
干
残
っ
た
。
本
稿
は
、

そ
の
若
干
の
疑
問
点
を
解
決
す
る
た
め
、
前
稿
で
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
た

う
え
で
、
近
年
急
速
に
進
展
し
た
天
竺
部
出
典
研
究
の
現
在
の
成
果
に
も
と

③

づ
く
同
文
的
同
話
と
の
比
較
を
通
し
て
、
巻
五
に
お
い
て
『
今
昔
』
編
者
が

実
際
に
改
変
を
行
っ
た
事
実
を
明
ら
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

天
竺
部
出
典
研
究
で
現
在
問
題
と
さ
れ
て
い
る
作
品
と
し
て
は
、
『
三
宝

感
応
要
略
録
』
、
「
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
、
『
衆
経
要
集
金
蔵
論
』
、

「
今
昔
物
語
集
」
天
竺
部
の
構
成

ｌ
同
文
的
同
話
を
て
が
か
り
と
し
て
Ｉ

ＩＩ

④

現
在
、
天
竺
部
で
確
実
な
出
典
と
さ
れ
て
い
る
の
は
『
三
宝
感
応
要
略
録
』

の
八
話
（
一
認
、
二
皿
、
三
２
、
四
鴻
拓
師
犯
調
）
の
み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

本
稿
に
関
係
の
あ
る
「
前
生
弾
」
「
本
生
謹
」
で
あ
る
も
の
は
、
二
虹
の
み
で
、

こ
れ
は
「
前
生
謹
」
で
あ
る
。
で
は
次
に
、
・
二
型
「
天
人
、
聞
法
得
法
眼
浄

語
」
と
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
巻
上
拓
「
払
精
舎
庭
生
天
感
応
」
と
を
対
照

さ
せ
て
み
る
。『
今
昔
』
二
型
『
要
略
録
』
上
妬

仙
今
昔
、
仏
祇
疸
精
舎
二
在
ケ
ル
時
｝
一
、
仙
昔
如
来
在
世
之
時
有
天
人
。

一
ノ
天
人
来
下
タ
リ
。
仏
、
此
ノ
天
人
来
下
祇
疸
精
舎
。
仏
為
説
四

ヲ
見
給
テ
、
四
諦
ノ
法
ヲ
説
テ
令
聞
給
諦
法
。
得
法
眼
浄
。

『
釈
迦
譜
」
、
『
心
性
罪
福
因
縁
集
』
、
『
注
好
選
』
、
『
名
大
本
百
因
縁
集
』
、

『
類
集
抄
』
等
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
確
実
な
出
典
と
さ

れ
て
い
る
「
三
宝
感
応
要
略
録
』
と
、
出
典
の
可
能
性
が
き
わ
め
て
強
く
な

っ
て
き
た
『
注
好
選
」
と
を
比
較
資
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

原
田

一
三
口Ｉ

二

○

之



ヌ
。
此
天
人
ハ
彼
ノ
奴
脾
也
。
此
ノ
故
一

二
来
下
テ
我
レ
ヲ
見
ル
、
法
ヲ
間
テ
法

眼
浄
ヲ
得
ル
也
」
卜
説
給
ケ
リ
。

仙
然
レ
バ
、
心
ヲ
不
発
ズ
シ
テ
人
ノ
言
一
一
㈱
（
ナ
シ
）

随
テ
、
寺
ノ
庭
ヲ
掃
治
シ
タ
ル
功
徳
、

既
一
一
如
此
シ
。
何
況
ャ
、
自
心
ヲ
専
一
一

シ
テ
寺
ノ
庭
ヲ
掃
治
シ
タ
ラ
ム
人
ノ
功

徳
、
可
思
造
シ
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル

ト
ヤ
。

こ
れ
を
み
る
と
、
『
今
昔
』
編
者
が
ど
の
よ
う
に
典
拠
に
手
を
加
え
た
か
が

よ
く
わ
か
る
。
本
話
は
い
②
の
部
分
が
「
現
在
物
語
」
、
側
が
「
過
去
物
語
」

に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず
②
の
部
分
で
『
今
昔
」
は
阿
難
の
言
葉
を

『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
の
構
成

フ
。
天
人
、
此
ノ
法
ヲ
間
ク
’
一
依
テ
忽

二
法
眼
浄
ヲ
得
タ
リ
。

②
其
ノ
時
二
、
阿
難
、
仏
二
白
シ
テ
言
サ

ク
、
「
何
ノ
故
有
テ
、
此
ノ
天
人
二
四
諦

ノ
法
ヲ
令
説
聞
給
テ
法
眼
浄
ヲ
令
得
給

フ
ゾ
」
卜
。

⑥
仏
、
阿
難
一
一
告
テ
宣
ハ
ク
、
「
此
ノ
天
人

ハ
、
須
達
長
者
、
此
ノ
精
舎
ヲ
造
リ
シ

間
二
、
一
人
ノ
奴
脾
ヲ
以
テ
寺
ノ
庭
ヲ

令
払
メ
道
路
ヲ
令
掃
治
キ
。
其
ノ
善
根

二
依
テ
奴
脾
死
シ
テ
初
利
天
二
生
し

②
阿
難
問
仏
。

③
仏
言
。
須
達
居
士
。
造
精
舎

已
。
造
一
人
奴
。
払
寺
庭
掃

除
道
路
。
乘
此
善
根
。
生
側

利
天
。
来
下
聴
法
。
得
法
眼

浄
也
。

①
の
一
部
を
繰
り
返
す
形
で
加
え
、
側
で
傍
線
部
の
よ
う
な
「
連
結
」
部
分

を
加
え
、
い
の
部
分
で
典
拠
に
全
く
無
い
「
結
語
」
を
加
え
て
い
る
。
巻
二

は
「
本
生
経
類
」
の
う
ち
の
特
に
「
前
生
證
」
集
成
を
意
図
し
て
集
め
ら
れ
、

巻
二
の
「
本
生
謹
」
「
前
生
識
」
は
す
べ
て
「
現
在
物
語
」
「
過
去
物
語
」
「
連

結
」
を
備
え
た
完
全
な
形
式
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
点
は
前
稿
で
述
べ
た
通

り
だ
が
、
本
話
で
は
、
典
拠
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
「
連
結
」
部
分
を
加
え

て
い
る
点
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
形
式
に
こ
だ
わ
る
『
今
昔
』
は
、
巻
二
で

も
や
は
り
同
様
の
傾
向
を
示
し
、
巻
二
の
「
本
生
経
類
」
す
べ
て
が
「
現
在

物
語
」
「
過
去
物
語
」
「
連
結
」
の
完
全
な
形
式
を
備
え
た
も
の
と
な
る
よ
う

に
手
を
加
え
た
ら
し
い
事
実
が
こ
れ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
巻
二
の
「
本
生

経
類
」
の
形
式
の
統
一
は
、
決
し
て
偶
然
か
ら
で
は
な
く
、
意
図
的
に
な
さ

れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
考
え
る
と
、
巻
五
の
形
式
も
や
は

り
意
図
的
に
な
さ
れ
た
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
い
の
話
末
の
「
結
語
」
の
付
加
で
あ
る
。

典
拠
に
無
い
、
仏
教
的
な
、
「
功
徳
」
に
関
す
る
「
結
語
」
が
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
本
話
は
仏
教
説
話
と
し
て
の
話
性
を
典
拠
以
上
に
強
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
も
巻
五
の
「
結
語
」
と
対
照
的
で
あ
る
・
本
話
の
よ
う
な
「
結

語
」
の
付
加
の
事
実
は
、
巻
五
の
「
結
語
」
も
編
者
が
付
し
た
こ
と
を
類
推

さ
せ
、
こ
の
点
で
も
本
話
は
注
目
さ
れ
る
。

ＩＩＩ

⑤

『
今
昔
』
と
「
注
好
選
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
野
達
氏
を
中
心
と
し

て
多
く
の
論
者
が
述
べ
て
い
る
が
、
東
寺
観
智
院
本
の
発
見
以
降
、
両
者
の



⑤

直
接
関
係
の
可
否
が
特
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
今
昔
」
天
竺
部
と

の
同
話
・
同
文
的
同
話
は
、
－
９
妬
略
凱
、
二
四
胡
、
三
３
４
５
６
９
，
皿

⑦

哩
羽
、
四
１
２
鴫
珀
鋤
、
五
瓢
詔
溺
調
鋤
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
前
生
證
」

は
二
画
胡
、
三
皿
、
四
四
、
五
型
で
あ
り
、
「
本
生
潭
」
は
五
妬
豹
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も
同
文
性
の
強
い
二
鋤
、
三
皿
、
四
四
、

五
創
詔
妬
調
訓
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

で
は
ま
ず
、
『
今
昔
』
二
鋤
「
天
竺
利
群
史
比
丘
語
」
と
『
注
好
選
』
中
廻

「
利
群
史
比
丘
閉
塞
口
」
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。
両
者
は
全
く
の
同
文

的
同
話
で
あ
る
。
全
文
の
対
照
は
割
愛
し
、
改
変
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
話
末

部
分
の
み
対
照
さ
せ
て
み
る
。

『
今
昔
』
二
鋤

仙
其
ノ
時
一
一
目
連
、
利
群
史
比
丘
卜
共

二
、
仏
ノ
御
許
一
一
詣
テ
白
シ
テ
言
サ

ク
謡
「
利
群
史
、
何
ナ
レ
バ
、
如
此
ク

食
ヲ
不
得
ザ
ル
ゾ
」
ト
。

②
仏
、
告
テ
宣
ハ
ク
、
「
汝
ヂ
当
一
一
知
ベ

シ
、
此
ノ
比
丘
、
前
世
二
母
有
テ
沙

門
一
一
物
ヲ
施
ス
ル
ヲ
見
テ
、
子
、
強

一
一
財
ヲ
惜
ム
ガ
故
一
一
、
母
ヲ
土
ノ
倉

二
籠
メ
テ
食
ヲ
不
与
ザ
リ
キ
。
母
飢

テ
死
一
一
キ
。
其
ノ
子
ハ
今
ノ
利
群
史

也
。
此
ノ
故
一
一
食
ヲ
難
得
キ
也
。
但

シ
、
父
母
ノ
功
徳
ヲ
修
セ
シ
ガ
故
一
一
、

②
仏
答
へ
て
云
は
く
汝
当
に
昔
ノ

母
ナ
ロ
僧
に
施
す
を
見
て
財
を

惜
し
み
て
母
を
土
倉
に
込
め
飢

渇
し
死
せ
令
む
る
が
故
に
汝
食

得
難
し
父
母
の
功
徳
に
依
り
て

今
我
が
前
一
一
来
た
り
て
弟
子
と

作
り
果
を
証
ぜ
り
。
〔
也
〕
と

『
注
好
選
』
中
廻

仙
目
連
相
ひ
共
一
一
仏
前
に
至
り
此

の
由
を
問
ふ

今
我
ガ
所
二
来
テ
我
ガ
弟
子
ト
成
テ

果
ヲ
証
セ
ル
也
」
卜
説
給
ケ
リ
ト
ナ

ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ャ
。

本
話
は
「
前
生
諄
」
で
あ
り
、
冒
頭
か
ら
い
の
終
わ
り
ま
で
の
部
分
が
「
現

在
物
語
」
、
②
が
「
過
去
物
語
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の

は
、
『
今
昔
』
が
②
の
部
分
に
お
い
て
、
『
注
好
選
』
に
は
無
い
、
傍
線
部
の

よ
う
な
「
連
結
」
部
分
を
付
加
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
『
今
昔
』

は
「
現
在
物
語
」
「
過
去
物
語
」
「
連
結
」
を
備
え
た
完
全
な
形
式
の
「
前
生

蓋
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
、
「
連
結
」
部
分
の
付
加
の
態
度
は
本
稿

Ⅱ
節
の
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
の
二
虹
の
場
合
で
も
見
ら
れ
た
点
か
ら
、
本

話
の
場
合
も
『
今
昔
』
が
「
連
結
」
部
分
を
付
加
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
巻
二
に
み
ら
れ
る
『
今
昔
』
の
付
加
態
度
で
あ
る
。
『
今
昔
』
編
者

が
巻
二
の
「
本
生
経
類
」
の
形
式
に
対
し
て
い
か
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
か

が
窺
え
る
。
本
話
に
お
い
て
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
⑩
の
部
分
の

増
補
で
あ
る
。
先
に
み
た
二
型
で
も
、
典
拠
の
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
で
は

た
だ
「
阿
難
問
仏
」
と
あ
る
だ
け
な
の
に
、
『
今
昔
』
は
「
現
在
物
語
」
の
記

述
の
一
部
を
繰
り
返
す
形
で
問
の
言
葉
を
増
補
し
て
い
た
が
、
本
話
で
も
①

の
部
分
で
「
現
在
物
語
」
の
記
述
の
一
部
を
繰
り
返
す
形
で
問
の
言
葉
を
増

補
し
て
い
る
。
本
話
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
本
文
改
変
の
あ
り
さ
ま
が
、
二
虹

の
典
拠
に
対
す
る
改
変
の
様
子
と
全
く
同
じ
で
あ
る
点
か
ら
考
え
て
、
「
今

昔
』
が
『
注
好
選
」
中
四
と
同
文
の
資
料
を
典
拠
と
し
、
そ
れ
に
手
を
加
え

た
こ
と
は
ま
ず
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
次
に
三
皿
「
波
斯
匿
王
娘
、
金
剛
醜
女
語
」
と
『
注
好
選
」
中
調

二

二



「
金
剛
醜
女
変
美
艶
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
お
こ
う
。
本
文
の

引
用
は
割
愛
す
る
が
、
両
者
は
全
く
の
同
文
的
同
話
で
あ
る
。
『
今
昔
』
三
皿

が
『
注
好
選
』
中
弱
の
よ
う
な
資
料
を
典
拠
と
し
た
こ
と
は
ま
ず
ま
ち
が
い

な
い
。
両
者
と
も
、
「
現
在
物
語
」
「
過
去
物
語
」
（
「
連
結
」
）
を
備
え
た
形
式

の
「
前
生
蓋
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
（
「
連
結
」
）
と
記
し
た
の
は
、
本
話

の
場
合
、
「
過
去
物
語
」
の
最
後
に
「
前
生
の
あ
か
し
」
を
す
る
形
式
を
と
ら

ず
、
「
過
去
物
語
」
の
冒
頭
に
「
連
結
」
的
「
あ
か
し
」
を
述
べ
、
話
が
始
ま

る
形
式
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
部
分
も
両
者
は
全
く
同

様
で
あ
り
、
『
今
昔
』
で
は
「
此
ノ
女
人
ハ
昔
、
汝
ガ
家
ノ
御
炊
也
」
と
あ
り
、

『
注
好
選
』
で
も
「
此
ノ
女
ハ
昔
汝
が
家
の
御
炊
也
」
と
あ
る
。
本
話
で
は
、

二
釣
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
改
変
は
全
く
き
れ
て
い
な
い
。
「
前
生
證
」
で
は
あ

る
が
、
本
話
が
巻
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
改
変
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
本
話
が
巻
二
に
収
め
ら
れ
て
い
た
な
ら
、
『
今
昔
』

が
何
ら
か
の
改
変
を
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

次
に
四
四
「
天
竺
僧
房
天
井
鼠
、
聞
経
得
益
語
」
と
『
注
好
選
』
下
６
「
五

百
老
鼠
得
羅
漢
果
」
と
を
対
照
さ
せ
て
み
る
。

①
今
昔
、
天
竺
一
一
仏
混
藥
｝
一
入
給
テ

後
、
一
ノ
房
一
一
比
丘
住
セ
リ
、
常
一
一

法
花
経
ヲ
涌
シ
奉
ル
。
其
ノ
房
ノ
天

井
ノ
上
二
五
百
老
鼠
有
テ
、
日
こ
夜

ミ
ニ
此
ノ
法
花
経
ヲ
間
キ
奉
ル
、
数

ノ
年
ヲ
経
タ
リ
。
其
ノ
時
一
一
、
其
ノ

『
今
昔
』
四
四

『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
の
構
成 ⑩

正
法
ノ
時
一
一
僧
房
一
一
在
り
常
に

法
花
経
ヲ
調
す
。
房
ノ
天
井
一
一

五
百
の
老
鼠
有
り
日
ミ
ニ
経
を

聞
く
こ
と
数
年
也
。
時
二
六
十

ノ
狸
イ
タ
チ
ノ
為
に
一
夜
ニ
悉

く
食
は
所
［
也
］
。
五
百
乍
ら
初

『
注
好
選
』
下
６

所
一
一
六
十
ノ
狸
出
来
テ
此
ノ
五
百
ノ

老
鼠
ヲ
皆
喰
ッ
。
其
ノ
鼠
乍
五
百
初

利
天
二
生
ヌ
、

側
天
ノ
命
尽
テ
皆
人
界
一
一
生
レ
ヌ
。
舎

利
弗
尊
者
二
値
テ
阿
羅
漢
果
ヲ
証
シ

テ
終
二
悪
道
二
不
堕
ズ
、
弥
勒
ノ
出

③
鼠
ソ
ラ
経
ヲ
間
キ
奉
ル
ー
如
此
シ
。

何
況
ヤ
、
人
、
誠
ノ
心
ヲ
至
シ
テ
法

花
経
ヲ
間
キ
奉
テ
一
心
一
一
信
仰
セ
ム

ニ
、
更
一
一
、
道
ヲ
成
り
、
亦
、
三
悪

道
ヲ
離
レ
ム
事
不
可
疑
ズ
。

い
抑
モ
外
典
ニ
云
う
様
、
「
白
キ
鼠
ハ
命

三
百
歳
有
り
。
一
百
歳
ヨ
リ
身
ノ
色
、

白
ク
成
ヌ
。
其
ノ
後
ハ
善
ク
一
年
ノ

内
ノ
吉
凶
ノ
事
ヲ
知
り
、
千
里
ノ
内

ノ
善
悪
ノ
事
ヲ
悟
ル
・
其
ノ
名
ヲ
（

神
鼠
卜
云
う
」
。

⑤
（
ナ
シ
） ’

世
ノ
時
生
テ
仏
ノ
記
別
二
預
テ
衆
生

ヲ
利
益
ス
ベ
シ
。

’

②
ミ
（
天
）
寿
尽
き
舎
利
弗
に
口
阿

羅
漢
果
を
証
し
遂
に
悪
道
ノ
苦

に
堕
ち
不
慈
尊
出
世
ノ
時
一
一
大

果
を
証
し
元
生
忍
を
得
た
り
分

身
シ
テ
里
凹
仏
事
ヲ
施
作
し
衆

生
ヲ
利
益
す
べ
シ

③
何
に
況
む
や
人
有
り
て
信
ヲ
生

じ
此
ノ
経
ヲ
間
か
ば
更
に
後
に

成
道
ヲ
果
さ
む
こ
と
疑
ひ
元
し
。

い
又
外
典
ノ
抱
朴
子
ガ
曰
は
く
白

鼠
ハ
寿
三
百
才
一
一
満
つ
ル
ト
キ

即
ち
色
白
シ
百
才
ノ
初
め
従
り

白
ム
ナ
リ
［
也
〕
。
白
鼠
卜
成
り

て
善
く
一
年
之
内
ノ
吉
凶
丼
ぴ

二
千
里
之
内
ノ
事
ヲ
知
る
名
づ

け
テ
神
卜
曰
ふ
。

⑤
鼠
ノ
耳
ハ
季
春
一
［
於
］
増
す
火

鼠
ハ
炎
州
一
［
於
］
育
つ
其
の
皮

利
天
に
生
ま
る

二

三



ヲ
取
り
衾
卜
為
す
ナ
リ
。
火
鼠

ハ
風
二
当
レ
バ
即
ち
死
ヌ
・
鼠

大
い
ナ
ル
錐
二
入
り
テ
三
年
金

ノ
気
ヲ
喰
ひ
テ
命
を
存
す
常
に

一
処
ヲ
以
っ
て
小
便
ヲ
為
す
ご

頁
（
小
便
）
二
罐
ノ
尻
リ
朽
チ
破

ル
。
其
従
り
鼠
出
ヅ
ル
也
時
に

人
云
は
く
励
ム
鼠
ハ
錐
ノ
尻
ヲ

穿
つ
と
云
、

⑥
然
レ
バ
、
経
ヲ
間
キ
奉
テ
道
ヲ
得
ル
⑥
（
ナ
シ
）

事
モ
有
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト

ヤ
。こ
の
両
話
も
同
文
的
同
話
で
あ
る
が
、
対
照
結
果
か
ら
は
、
大
変
興
味
深

い
諸
点
が
読
み
取
れ
る
。
『
今
昔
」
四
四
は
『
注
好
選
』
下
６
と
同
文
の
も
の

を
典
拠
と
し
た
が
、
典
拠
の
年
代
説
明
を
読
み
違
え
、
そ
の
結
果
、
本
文
の

年
代
に
混
乱
を
き
た
し
て
い
る
。
ま
ず
『
注
好
選
』
の
年
代
構
成
か
ら
み
て

い
く
。
下
６
は
「
前
生
證
」
で
あ
る
が
、
複
数
の
資
料
を
元
に
し
て
作
成
さ

れ
た
た
め
か
、
「
前
生
諄
」
の
、
「
現
在
物
語
」
「
過
去
物
語
」
「
連
結
」
と
い

う
形
式
は
崩
れ
て
い
る
。
⑩
が
「
過
去
物
語
」
の
部
分
で
、
②
が
「
現
在
物

語
」
の
部
分
で
あ
る
。
⑩
側
は
漢
訳
仏
典
か
ら
『
注
好
選
』
編
者
が
引
い
て

来
た
部
分
で
、
③
は
お
そ
ら
く
『
注
好
選
』
編
者
が
付
加
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
伽
⑤
は
『
抱
朴
子
』
か
ら
の
引
用
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
⑩

の
部
分
の
傍
線
部
「
正
法
ノ
時
」
と
は
、
過
去
仏
（
ど
の
過
去
仏
か
は
不
明
）

二
四
・

③

が
浬
樂
に
入
っ
た
後
の
「
正
法
」
の
時
に
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
の
時

に
法
花
経
を
聞
い
た
因
縁
に
よ
り
初
利
天
に
生
ま
れ
、
後
、
人
間
界
に
生
ま

れ
て
舎
利
弗
に
会
い
、
阿
羅
漢
果
を
証
し
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
注
意

す
べ
き
な
の
は
、
側
の
傍
線
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
の
二
重
傍
線
部
「
慈
尊
」

と
は
「
釈
迦
仏
」
の
意
味
で
あ
り
、
釈
迦
仏
が
出
世
し
た
時
に
阿
羅
漢
果
を

証
し
た
こ
と
を
言
葉
を
変
え
て
言
い
な
お
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
側

の
傍
線
部
の
次
に
「
分
身
シ
テ
［
而
］
仏
事
ヲ
施
作
し
衆
生
ヲ
利
益
す
べ
シ
」

と
あ
る
の
は
、
『
注
好
選
』
が
典
拠
と
し
た
漢
訳
仏
典
中
の
釈
迦
の
言
葉
の
最

後
の
部
分
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
①
②
の
部
分
の
元
に
な
っ
た
仏
典

に
は
「
現
在
物
語
」
の
後
、
釈
迦
が
「
過
去
物
語
」
を
語
る
形
式
と
な
っ
て

い
た
の
を
、
「
注
好
選
』
が
改
変
し
て
引
用
し
た
た
め
、
②
の
傍
線
部
の
次
の

記
述
の
よ
う
な
、
釈
迦
の
言
葉
の
断
片
部
分
が
残
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
注
好
選
』
は
「
前
生
證
」
の
形
式
が
崩
れ
て
い
る
が
、
年
代
構
成
に
矛
盾

は
み
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
問
題
は
『
今
昔
』
四
四
の
年
代
構
成
で
あ
る
。

巻
四
は
「
仏
後
」
と
巻
付
に
あ
る
よ
う
に
、
釈
迦
仏
入
滅
後
の
話
ば
か
り
が

集
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
四
の
第
一
話
が
「
今
昔
、
天
竺
二
仏
ノ
浬
藥
一
一
入
給

テ
後
」
と
い
う
冒
頭
で
は
じ
ま
り
、
以
後
、
同
様
の
冒
頭
部
分
を
有
す
る
話

が
巻
四
末
ま
で
多
く
み
ら
れ
る
。
『
今
昔
』
編
者
は
巻
四
に
「
釈
迦
仏
入
滅

後
」
の
話
ば
か
り
を
集
め
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
四

四
の
⑩
の
傍
線
部
は
「
釈
迦
仏
入
滅
後
」
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
が
最
初
の
大
き
な
誤
解
で
あ
る
。
「
今
昔
」
は
『
注
好
選
」
下
６
と
同
文

の
典
拠
の
冒
頭
に
「
正
法
ノ
時
」
と
あ
る
の
を
、
「
釈
迦
仏
入
滅
後
の
正
法
」

と
解
し
た
た
め
、
冒
頭
に
「
仏
浬
梁
一
一
入
給
テ
後
」
と
記
し
た
。
下
６
で
は



①
の
「
過
去
物
語
」
か
ら
側
の
「
現
在
物
語
」
へ
と
矛
盾
な
く
続
い
て
い
く

の
に
、
『
今
昔
』
は
①
の
「
釈
迦
仏
入
滅
後
」
か
ら
②
の
「
釈
迦
在
世
時
」

（
「
舎
利
弗
尊
者
」
と
あ
る
か
ら
そ
う
言
え
る
）
へ
と
、
大
き
く
矛
盾
す
る
年
代
構

成
と
な
っ
て
い
る
。
釈
迦
仏
入
滅
後
に
死
ん
だ
鼠
が
「
初
利
天
」
に
生
ま
れ
、

天
で
の
命
が
尽
き
て
か
ら
人
間
界
に
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
未
来
の

こ
と
で
あ
り
、
「
舎
利
弗
尊
者
」
に
会
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
「
今
昔
』

も
鼠
が
再
び
人
間
界
に
生
ま
れ
る
時
は
未
来
の
は
ず
だ
と
い
う
点
に
は
気
付

い
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
が
側
の
傍
線
部
に
「
弥
勒
」
（
五
十
六
億
七
千
万
年

後
に
出
世
す
る
と
さ
れ
て
い
る
仏
）
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
も
『
今
昔
」
の
誤
解
で
あ
る
。
下
６
の
こ
の
部
分

の
「
慈
尊
」
は
「
釈
迦
仏
」
の
意
味
だ
と
い
う
点
は
先
に
述
べ
た
が
、
「
慈

⑨

尊
」
に
は
「
釈
迦
仏
」
の
意
味
の
他
に
「
弥
勒
菩
薩
」
の
意
味
も
あ
り
、
『
今

昔
』
は
文
脈
を
読
み
違
え
た
た
め
に
、
こ
の
「
慈
尊
」
も
「
弥
勒
」
と
解
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
矛
盾
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
舎
利
弗

⑩

に
会
っ
て
「
阿
羅
漢
果
」
を
得
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
弥
勒
に
「
記
別
」
を
授

⑪

け
ら
れ
る
、
と
あ
る
わ
け
だ
が
、
「
阿
羅
漢
果
」
は
不
退
の
位
（
「
王
生
忍
」
）

で
あ
り
、
こ
れ
を
得
た
者
が
再
び
「
記
別
」
を
授
け
ら
れ
る
必
要
は
無
い
。

こ
の
よ
う
に
、
『
今
昔
』
は
典
拠
の
冒
頭
の
過
去
仏
の
「
正
法
」
を
釈
迦
仏
の

「
正
法
」
と
読
み
違
え
た
結
果
、
大
き
な
矛
盾
を
含
ん
だ
年
代
構
成
と
な
っ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
複
雑
で
微
妙
な
誤
解
の
仕
方
を
し
て
い

る
以
上
、
『
今
昔
』
四
四
が
下
６
と
完
全
な
同
文
を
典
拠
と
し
た
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
か
ろ
う
。
（
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
下
６
↓
四
四
」
の
関
係
は
成
り
立
つ

が
、
「
四
四
↓
下
６
」
と
い
う
関
係
は
成
り
立
た
な
い
）
。

『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
の
構
成

次
に
五
虹
「
天
竺
狐
、
借
虎
威
被
責
発
菩
提
心
語
」
と
『
注
好
選
』
下
詔

「
狐
仮
虎
威
」
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。
本
文
の
引
用
は
割
愛
す
る
が
、

両
者
は
全
く
の
同
文
的
同
話
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
「
現
在
物
語
」
を
欠
き
、

「
過
去
物
語
」
と
「
連
結
」
の
み
の
形
式
の
「
前
生
證
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
今
昔
』
が
下
詔
と
同
文
の
も
の
を
典
拠
と
し
、
そ
れ
に
独
自
の
改
変
を
加

え
た
ら
し
い
点
が
、
両
者
の
対
照
結
果
か
ら
読
み
と
れ
る
。
本
話
に
お
け
る

改
変
部
分
で
、
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
「
過
去
物
語
」
の
年
代
説
明
の
部

分
で
あ
る
。
冒
頭
部
分
で
、
下
謁
は
「
乃
往
過
去
宝
瞳
仏
ノ
時
」
と
い
う
過

去
の
年
代
説
明
の
部
分
が
あ
る
の
に
対
し
、
「
今
昔
』
は
そ
の
部
分
を
欠
落
さ

せ
、
「
今
昔
、
」
と
だ
け
記
し
て
い
る
。
前
稿
で
、
『
今
昔
』
の
巻
五
は
「
過
去

物
語
」
の
年
代
説
明
の
部
分
を
欠
落
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
を
述
べ
た
が
、

本
話
の
同
文
的
同
話
と
の
比
較
に
よ
り
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
公
算
が
さ
ら

⑫

に
強
く
な
っ
た
。
本
話
は
、
今
野
達
氏
が
全
文
の
比
較
を
し
て
「
両
者
が
直

接
関
係
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
今
昔
は
注
好
選
に
依
拠
し
た
も
の
で
、
そ
の

本
話
に
お
い
て
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
側
以
下
の
『
今
昔
』
の
話
末

の
部
分
で
あ
る
。
『
今
昔
』
は
下
６
と
同
文
の
典
拠
の
「
外
典
」
か
ら
の
記
述

を
㈱
ま
で
引
用
し
、
⑤
の
部
分
以
下
は
引
用
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
⑤
の

部
分
の
か
わ
り
に
『
今
昔
」
は
⑥
の
仏
教
的
な
「
結
語
」
を
付
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
本
話
が
巻
四
「
仏
後
」
の
「
仏
法
部
」
に
収
め
ら
れ
た
た
め
で
、

⑤
の
部
分
は
「
仏
法
」
か
ら
話
が
あ
ま
り
に
離
れ
す
ぎ
る
た
め
に
略
さ
れ
た

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

1V

二

五



⑬

逆
は
考
え
が
た
い
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、
そ
れ
に
対
し
て
宮
田
尚
氏
が
「
人

名
・
時
・
場
所
に
こ
だ
わ
っ
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
こ
と
で
あ
る
。
典
拠
に

明
記
さ
れ
て
い
る
主
人
公
の
名
や
、
そ
れ
に
関
連
す
る
場
所
等
の
個
有
名
詞

を
、
煩
瓊
な
る
こ
と
を
理
由
に
は
た
し
て
省
略
し
た
か
ど
う
か
。
こ
れ
は
少

⑭

し
く
疑
わ
し
い
」
と
、
疑
問
を
提
出
し
た
話
で
あ
る
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う

に
、
『
今
昔
』
編
者
は
巻
こ
の
場
合
と
は
全
く
逆
に
、
巻
五
に
お
け
る
「
過
去

物
語
」
の
年
代
説
明
を
欠
落
さ
せ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
事
実

が
存
在
す
る
わ
け
だ
が
、
本
話
の
場
合
、
冒
頭
の
「
過
去
物
語
」
の
年
代
説

明
の
部
分
が
下
記
に
あ
り
『
今
昔
』
に
略
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
「
注
好

選
』
↓
『
今
昔
』
の
関
係
が
正
し
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
と
な
る
。

本
話
に
お
い
て
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
話
末
の
「
結
語
」
で
あ
る
。

下
記
に
は
「
世
間
一
一
「
狐
ハ
虎
ノ
威
ヲ
借
」
ト
云
う
事
ハ
此
レ
ヲ
云
う
」
の

部
分
は
無
い
。
こ
れ
は
『
今
昔
』
編
者
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
部
分
が
「
世
俗
的
な
結
語
」
と
な
っ
て
い
る
点

が
重
視
さ
れ
る
。
こ
れ
は
本
話
が
巻
五
の
「
世
俗
部
」
に
収
め
ら
れ
た
た
め

の
よ
う
で
あ
り
、
先
に
み
た
四
四
の
「
仏
教
的
な
結
語
」
と
は
全
く
対
照
的

で
あ
る
。
そ
の
直
前
の
「
然
し
（
、
一
念
ノ
菩
提
心
、
不
可
思
議
也
」
と
い

う
部
分
は
、
「
然
し
（
」
と
い
う
出
だ
し
等
か
ら
考
え
て
、
『
今
昔
』
編
者
が

付
し
た
「
仏
教
的
な
結
語
」
と
み
ら
れ
そ
う
だ
が
、
下
詔
に
も
同
文
の
記
述

が
あ
り
、
『
今
昔
』
が
典
拠
か
ら
引
用
し
た
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

や
は
り
『
今
昔
』
編
者
は
巻
五
を
「
世
俗
部
」
の
巻
と
し
よ
う
と
意
図
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
五
盟
「
舎
衛
国
鼻
畉
猿
、
供
養
帝
釈
語
」
と
『
注
好
選
』
下
血
「
千

一
一
一
ハ

猿
供
帝
尺
」
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
（
両
者
と
も
、
「
本
生
謹
」
で
は
な
い
）
。

本
文
の
引
用
は
割
愛
す
る
が
、
両
者
は
全
く
の
同
文
的
同
話
で
あ
る
。
改
変

の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
話
末
部
分
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

下
血
は
話
末
部
分
の
記
述
か
ら
、
「
仏
道
を
欣
ぷ
」
こ
と
が
結
局
こ
の
話
の

中
心
だ
と
読
め
る
の
で
あ
る
が
、
『
今
昔
』
は
こ
の
部
分
を
コ
ノ
猿
ヲ
咲
上

蔑
事
卜
絶
一
一
ヶ
リ
」
と
か
え
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
色
が
薄
れ
、
世
俗
説
話

と
し
て
の
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
今
昔
』
に
は
そ
の
直
後
に

「
此
ノ
害
ヒ
ヲ
以
テ
僻
怠
・
放
逸
ナ
ル
衆
生
ノ
、
精
進
・
持
戒
ノ
人
ヲ
誹
誇

ス
ル
ニ
准
ヘ
テ
仏
ノ
説
給
フ
也
ケ
リ
」
と
い
う
仏
教
的
記
述
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
下
皿
に
元
か
ら
あ
っ
た
部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
最
も

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
下
ｕ
に
は
無
く
『
今
昔
』
の
み
に
存
在
す
る
「
亦
、

世
ノ
人
ノ
鼻
鉄
猿
卜
云
ハ
此
ノ
事
ヲ
云
ゾ
」
と
い
う
「
結
語
」
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
世
俗
性
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
い
る
。
本
話
の
こ
の
改
変
部
分

か
ら
も
、
『
今
昔
』
編
者
が
巻
五
を
「
世
俗
部
」
の
巻
と
し
よ
う
と
意
図
し
て

い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

次
に
五
弱
「
亀
、
為
猿
被
謀
語
」
と
『
注
好
選
』
下
過
「
猿
退
墹
海
底
菓
」

と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
も
全
く
の
同
文
的
同
話
で
あ
る
（
本
文
の
引

用
は
割
愛
す
る
）
。
話
末
部
に
改
変
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
。
下
過
は
「
現
在
物

語
」
を
欠
き
、
「
過
去
物
語
」
と
「
連
結
」
部
分
の
み
の
形
式
の
「
本
生
謹
」

と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
今
昔
』
は
、
下
遍
の
「
亀
者
提
婆
達
多
な
り

猿
者
尺
迦
如
来
な
り
」
と
い
う
「
連
結
」
部
分
と
そ
れ
以
後
の
仏
教
的
記
述

を
す
べ
て
欠
落
さ
せ
、
さ
ら
に
下
喝
に
は
無
い
「
昔
モ
獣
ハ
カ
ク
墓
元
ク
ゾ

有
ケ
ル
。
人
モ
愚
凝
ナ
ル
ハ
此
等
ガ
如
シ
」
と
い
う
「
世
俗
的
な
結
語
」
を



付
加
し
て
い
る
た
め
、
仏
教
的
記
述
が
全
く
無
い
完
全
な
世
俗
説
話
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
本
稿
Ⅲ
節
で
み
た
二
鋤
で
、
「
連
結
」
部
分
を
あ
え
て
付
加

し
た
態
度
と
全
く
逆
で
あ
り
、
巻
五
が
巻
二
と
は
根
本
的
に
編
纂
意
図
が
異

な
っ
て
い
る
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
『
今
昔
』
編
者
は
巻
五
に
お
い
て
は
、

「
本
生
謹
」
の
形
式
を
保
と
う
と
す
る
意
識
は
あ
ま
り
無
く
（
必
要
無
け
れ

ば
本
話
の
よ
う
に
「
連
結
」
部
分
ま
で
欠
落
さ
せ
た
）
、
「
本
生
潭
」
の
「
過
去
物

語
」
の
部
分
に
語
ら
れ
て
い
る
世
俗
的
な
替
え
話
に
の
み
関
心
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

次
に
五
羽
「
五
人
、
切
大
魚
肉
食
語
」
と
『
注
好
選
』
中
６
「
山
夫
屠
大

魚
」
と
の
関
係
を
み
て
み
る
（
両
者
と
も
、
「
本
生
證
」
で
あ
る
）
。
こ
れ
は
、

高
橋
俊
夫
氏
が
「
相
似
度
の
低
い
も
の
」
に
分
類
し
、
「
行
文
的
に
は
あ
ま
り

⑮

一
致
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
述
べ
、
森
正
人
氏
が
『
法
華
文
句
』
巻
第
一

⑯

上
の
話
を
源
泉
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
こ

れ
は
一
見
、
両
者
間
に
直
接
的
な
関
係
は
無
い
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
細

ゴ

か
に
分
析
し
て
み
る
と
、
『
今
昔
』
は
明
ら
か
に
中
６
と
同
文
の
も
の
を
典
拠

と
し
、
そ
れ
に
独
自
の
改
変
を
加
え
て
い
る
事
実
が
読
み
と
れ
る
。
で
は
、

次
に
両
者
を
対
照
さ
せ
て
み
る
。

『
今
昔
』
五
羽
『
注
好
選
』
中
６

①
（
ナ
シ
）
仙
昔
尺
迦
如
来
一
切
衆
生
二
剰
ア

マ
リ
サ
ヘ
機
縁
ヲ
欲
す
る
ガ
為

ノ
故
に
誓
願
シ
給
ハ
ク

③
今
昔
、
天
竺
ノ
海
辺
ノ
浜
一
一
大
キ
ナ
②
我
飢
渇
の
世
二
大
魚
卜
成
り
テ

ル
魚
、
寄
リ
タ
リ
ケ
リ
。
海
辺
山
夫
之
道
一
一
臥
せ
ラ
ム

『
今
昔
物
語
集
」
天
竺
部
の
構
成

（5）（4）

聞其ケテ人其
キレリ魚有ノ
継ヲ。ノリ時
テ始肉ケニ
来メヲリ、
テト切・山
、シ取此人
此テテノノ

ノ世五大行
魚ノ人魚キ
ノ人シヲ通
肉、テ見ズ
ヲ皆食テル
切、テ寄五

ノ
釈
迦
仏
二
在
マ
ス
。
大
魚
ノ
身
卜

成
テ
山
人
ノ
道
行
カ
ム
ニ
、
我
ガ
肉

ヲ
与
ヘ
ム
卜
也

⑥
今
ノ
仏
卜
成
給
テ
後
、
先
ヅ
、
其
ノ
魚

ノ
肉
ヲ
切
取
テ
食
セ
シ
五
人
ヲ
先
二

教
化
シ
テ
道
ヲ
成
ジ
給
フ
也
ケ
リ
。

ｍ
所
謂
ル
其
ノ
五
人
ト
云
ハ
、
拘
隣
比

丘
・
馬
勝
比
丘
・
摩
訶
男
・
十
力
迦

葉
・
拘
利
太
子
此
等
也
ト
ナ
ム
語
り

伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。

⑥
（
ナ
シ
）

⑥
（
ナ
シ
）

取
テ
食
テ
ケ
リ
。
其
ノ
魚
ト
云
ハ
今

側
往
還
ノ
人
先
ヅ
我
が
肉
ヲ
屠
り

テ
食
は
者
吾
れ
成
正
覚
之
最
初

二
之
ヲ
度
サ
ム
と
。

側
時
一
一
山
夫
五
入
来
り
テ
大
魚
之

死
せ
ル
ヲ
見
テ
喜
び
テ
肉
ヲ
屠

り
テ
飢
ゑ
ノ
心
二
飽
満
シ
ヌ

③
況
や
衆
生
有
り
て
吾
と
進
み
て

心
を
発
し
道
を
求
む
る
も
の
を

や
［
耶
〕
。

⑤
（
ナ
シ
）

側
是
を
以
っ
て
尺
迦
成
道
ノ
初
一
一

先
づ
五
人
を
度
す
是
也

、
五
人
と
者
拘
隣
比
丘

摩
訶
男
十
力
迦
葉

子
是
也
。

二

七

拘馬
利勝
太



『
今
昔
』
編
者
が
中
６
と
同
文
の
典
拠
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
五
羽
を

完
成
さ
せ
た
か
を
、
述
べ
て
み
る
。
『
今
昔
』
は
中
６
の
②
の
部
分
を
ま
ず
引

用
し
て
冒
頭
と
し
、
③
を
略
し
、
い
を
引
用
し
、
⑩
ｌ
い
の
記
述
を
利
用
し

て
⑤
の
部
分
を
独
自
に
付
加
し
、
⑥
を
引
用
し
、
、
を
引
用
し
、
㈲
を
欠
落

さ
せ
て
五
羽
を
完
成
さ
せ
た
。
両
者
の
共
通
部
分
の
②
側
⑥
、
が
順
に
な
っ

て
お
り
、
文
章
も
同
文
的
で
あ
る
点
か
ら
、
五
羽
が
中
６
と
同
文
の
典
拠
を

利
用
し
た
点
は
明
ら
か
で
あ
る
。
（
ま
た
、
ｍ
の
五
人
の
前
生
の
あ
か
し
の
部
分

に
お
い
て
、
『
今
昔
』
は
同
一
人
で
あ
る
「
摩
訶
男
」
と
「
拘
利
太
子
」
を
別
人
と
し

て
記
す
と
い
う
誤
り
を
し
て
い
る
た
め
、
本
来
の
五
人
の
う
ち
の
〈
賊
提
〉
を
逸
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
中
６
で
既
に
な
さ
れ
て
い
た
誤
り
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
）
。
本
話
で
注
目
す
べ
き
点

は
、
⑤
と
⑧
の
部
分
で
あ
る
。

ま
ず
い
の
部
分
だ
が
、
⑪
と
②
の
記
述
を
利
用
し
て
⑤
の
傍
線
部
の
釈
迦

の
「
連
結
」
部
分
を
付
加
し
て
い
る
。
中
６
は
「
過
去
物
語
」
の
冒
頭
に
釈

迦
の
「
連
結
」
的
「
あ
か
し
」
を
ま
ず
記
し
、
後
に
五
人
の
「
連
結
」
を
述

べ
る
形
の
「
本
生
讓
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
『
今
昔
』
は
巻
五
独
自
の
「
本

生
諄
」
の
形
式
に
改
変
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
前
稲
で
述
べ
た
よ
う
に
、

巻
五
の
「
本
生
諏
」
の
形
式
は
、
す
べ
て
が
「
過
去
物
語
」
「
連
結
」
の
形
式

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
中
６
の
ま
ま
で
は
釈
迦
の
「
連
結
」
が
最
後
に
来

な
い
た
め
、
⑩
②
の
釈
迦
の
「
連
結
」
的
「
あ
か
し
」
の
部
分
を
⑤
に
も
っ

て
き
て
「
連
結
」
の
形
に
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
の
五
あ
で
、
『
今
昔
』

が
、
必
要
無
い
場
合
に
は
「
連
結
」
部
分
ま
で
も
欠
落
さ
せ
た
ら
し
い
こ
と

を
み
た
よ
う
に
、
『
今
昔
」
は
巻
五
で
の
「
本
生
諏
」
の
形
式
が
完
全
な
も
の

と
な
る
よ
う
に
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
巻
五
に
「
本
生
讓
」

を
集
め
る
、
と
い
う
意
識
は
持
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
本
話
か
ら
読
み
と

れ
る
。し
か
し
、
編
者
は
巻
五
に
「
本
生
諏
」
を
集
め
よ
う
と
意
図
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
世
俗
的
性
格
を
持
つ
「
本
生
證
」
の
話
性
に
注
目
し
た
か

ら
で
あ
る
点
は
、
中
６
の
③
の
仏
教
的
結
び
の
記
述
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
点

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
や
は
り
本
話
も
巻
五
の
「
世
俗
部
」
に
配
さ
れ
る
よ

う
に
改
変
を
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
。

最
後
に
五
鋤
「
天
帝
釈
夫
人
舎
脂
音
間
仙
人
語
」
と
『
注
好
選
』
中
５
「
僑

尺
迦
諫
舎
指
」
と
の
関
係
を
み
て
み
る
。
本
話
も
同
文
的
同
話
で
あ
る
（
両

者
と
も
、
「
本
生
潭
」
で
は
な
い
）
。
両
者
の
全
文
の
対
照
は
割
愛
し
、
改
変

の
み
ら
れ
る
冒
頭
と
末
尾
の
み
対
照
さ
せ
て
み
る
。

『
今
昔
』
五
鋤
『
注
好
選
』
中
５

⑧
其
ノ
時
一
一
、
舎
脂
夫
人
、
ア
マ
ヘ

テ
帝
釈
卜
戯
ル
。
其
ノ
時
一
一
、
仙

(2)
〃へ、

l略
一ノ

『
今
昔
』
五
鋤

仙
今
昔
、
舎
脂
夫
人
卜
云
ハ
天
帝
尺

ノ
御
妻
也
、
砒
摩
質
多
羅
阿
脩
羅

ｌ
ザ
ル
前
一
ニ
ノ
仙
人
有
ケ
リ
、
名

ヲ
（
提
婆
那
延
ト
云
う
。

王
ノ
娘
也
。
仏
未
ダ
世
一
一
不
出
給

⑥
ミ
ミ
（
舎
指
）
阿
万
マ
衣
ェ
天
テ
帝

尺
一
一
言
ｌ
語
ス
仙
人
其
の
女
の
阿

未
だ
出
世
せ
ざ
る
［
之
］
前
二
仙

人
と
有
り
提
婆
那
羅
延
仙
と
名
づ

く
Ｏ

②
（
略
）

仙
僑
尺
迦
者
初
利
天
主
帝
尺
天
王
也
。

舎
指
夫
人
者
帝
尺
ノ
妻
な
り
砒
摩

質
多
雑
阿
修
羅
王
之
娘
也
。
即
ち

阿
褥
達
多
の
流
也
即
ち
帝
尺
、
仏

二

八



大
ナ
ル
障
り
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
一
と
為
る
也
。

タ
ル
ト
ヤ
。

①
の
部
分
に
お
い
て
、
『
今
昔
』
は
中
５
の
傍
線
部
の
説
明
部
分
を
欠
落

さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
両
者
は
②
⑧
い
と
、
全
く
の
同
文
的
同
話
と

な
っ
て
い
る
。
①
の
部
分
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
二
重
傍
線
部
の
話
の
年

⑰

代
説
明
の
部
分
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
稿
で
も
述
べ
た
が
、
同
文
的
同

話
の
中
５
に
も
こ
の
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
話
は
五
釦
と
共
に
巻
五
全

体
の
年
代
を
大
ま
か
に
「
仏
前
」
と
決
定
す
る
重
要
な
意
味
を
持
た
さ
れ
て

巻
五
の
末
に
配
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑬

③
の
部
分
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
傍
線
部
の
仮
名
害
自
立
語
の
存
在
で

あ
る
。
中
５
に
「
阿
万
マ
衣
工
天
テ
」
「
阿
天
那
留
」
と
、
万
葉
仮
名
的
表

記
で
記
さ
れ
た
も
の
を
、
『
今
昔
』
は
「
ア
マ
ヘ
テ
‐
｜
「
ア
テ
ナ
ル
」
と
記
し

て
い
る
。
漢
訳
仏
典
に
は
当
然
存
在
し
な
い
こ
の
仮
名
書
自
立
語
は
、
日
本

側
の
『
注
好
選
』
的
資
料
か
ら
「
今
昔
』
が
引
い
て
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
、
本
話
か
ら
窺
え
る
。

本
話
に
お
い
て
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
伽
の
結
語
の
部
分
で
あ
る
。
側

の
部
分
は
『
今
昔
』
編
者
に
よ
る
「
結
語
」
と
み
ら
れ
、
内
容
も
世
俗
的
な

の
で
あ
る
が
、
中
５
の
末
尾
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
り
、
『
今
昔
』
は
中
５
か

ら
仰
の
部
分
を
引
用
し
て
「
結
語
」
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
問

『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
の
構
成

人
、
夫
人
ノ
ア
テ
ナ
ル
音
ヲ
問
テ

心
ノ
職
ガ
レ
ケ
レ
バ
、
忽
一
一
仙
ノ

通
力
失
セ
テ
凡
夫
二
成
ニ
ケ
リ
。

仙
然
レ
バ
、
女
人
ハ
仙
ノ
法
ノ
為
二

｜’

天
那
留
声
に
耽
フ
ケ
ル
ガ
故
二
忽

一
一
仙
の
通
カ
ヲ
失
な
ひ
て
凡
夫
一
一

返
ル

⑳
是
を
以
っ
て
女
人
ハ
仏
法
ノ
大
障

題
は
い
の
二
重
傍
線
部
の
改
変
で
あ
る
。
中
５
に
は
「
仏
法
」
と
あ
る
の
に
、

『
今
昔
』
は
そ
れ
を
「
仙
ノ
法
」
と
改
変
し
て
い
る
。
結
語
の
内
容
は
話
全

体
の
性
格
を
左
右
す
る
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
こ
の
場
合
、
中
５
は
側
の
仏

教
的
結
語
で
話
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
話
全
体
が
仏
教
説
話
と
な
っ

て
い
る
の
に
、
『
今
昔
」
は
い
の
世
俗
的
結
語
で
話
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
仏
教
色
が
薄
れ
、
話
全
体
が
世
俗
的
な
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二

重
傍
線
部
の
改
変
は
大
変
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
「
今
昔
』
編
者
が

巻
五
を
「
仏
法
部
」
に
属
す
る
巻
だ
と
考
え
て
い
た
な
ら
、
い
の
二
重
傍
線

部
の
「
仏
法
」
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
「
仏
法
」

を
「
仙
ノ
法
」
と
改
変
し
て
い
る
の
は
、
明
確
な
意
図
を
持
っ
て
な
さ
れ
た

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
「
今
昔
』
は
明
ら
か
に
巻
五
を
「
世
俗
部
」
の
巻
と

し
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
前
槁
・
本
稿
で
は
、
『
今
昔
」
天
竺
部
を
解
読
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、
天
竺
部
に
多
数
存
在
す
る
「
前
生
謹
」
「
本
生
證
」
に
注
目
し
、
そ

の
分
析
を
通
し
て
、
天
竺
部
の
巻
五
の
読
み
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
稿
で
の
同
文
的
同
話
と
の
比
較
を
中
心

と
し
た
考
察
に
よ
り
、
前
槁
で
残
っ
て
い
た
巻
五
の
改
変
に
関
す
る
若
干
の

疑
問
点
は
す
べ
て
解
消
さ
れ
た
、
と
言
え
る
。
『
今
昔
』
編
者
は
巻
五
に
世

俗
的
話
性
の
強
い
「
本
生
諄
」
の
「
過
去
物
語
」
の
部
分
を
中
核
資
料
と
し

て
集
め
、
そ
れ
か
ら
仏
教
的
記
述
を
欠
落
さ
せ
、
時
に
は
「
連
結
」
部
分
ま

で
欠
落
さ
せ
、
さ
ら
に
世
俗
的
結
語
を
付
す
る
と
い
う
改
変
を
行
っ
た
。
ま
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た
、
「
世
俗
部
」
の
巻
五
の
話
が
世
俗
説
話
と
な
る
よ
う
に
手
を
加
え
た
と

同
じ
く
、
「
仏
法
部
」
の
各
巻
に
お
い
て
も
仏
教
説
話
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
る
よ
う
に
手
を
加
え
た
ら
し
い
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

『
今
昔
』
編
者
は
天
竺
部
の
構
成
と
し
て
、
巻
一
’
四
は
「
仏
法
部
」
と
し
、

巻
五
は
「
世
俗
部
」
と
す
る
、
と
い
う
編
纂
意
識
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
前
稿
・
本
稿
で
み
た
よ
う
に
、
「
前
生
誕
」
「
本
生
謹
」
の
話
群
や
、

「
仏
法
部
」
「
世
俗
部
」
の
両
立
と
い
う
編
纂
意
識
の
存
在
を
通
し
て
『
今

昔
」
天
竺
部
と
『
注
好
選
』
と
を
比
較
さ
せ
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
出
典
と
し

て
の
適
格
性
に
欠
け
る
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た
部
分
の
存
在
が
、
逆
に

『
注
好
選
』
が
『
今
昔
』
の
出
典
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

完
本
が
出
現
し
て
い
な
い
現
在
の
状
況
に
加
え
、
成
立
時
期
等
、
問
題
は
未

だ
残
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
本
稿
で
取
り
上
げ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

出
典
と
断
じ
て
お
き
た
い
。

な
お
、
『
注
好
選
』
と
『
今
昔
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
筆
者
な
り
の
全
体

的
な
考
察
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

注
①
拙
稿
弓
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
孜
ｌ
前
生
謹
・
本
生
潭
を
中
心
と
し
て

ｌ
」
（
「
立
命
館
文
学
」
第
五
○
五
号
、
松
前
健
教
授
退
職
記
念
論
集
、
一
九

八
八
・
３
、
掲
載
予
定
）
。

②
本
秘
に
お
け
る
『
今
昔
』
よ
り
の
引
用
は
、
す
べ
て
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今

昔
物
語
集
』
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
ま
た
、
『
今
昔
」
の
巻
数
は
漢
数
字
で
、

話
数
は
算
用
数
字
で
表
記
し
た
（
例
え
ば
巻
一
の
第
二
話
は
、
－
２
と
記
し
た
）
。

な
お
、
本
稿
の
諸
資
料
よ
り
の
引
用
文
中
、
旧
漢
字
・
異
体
字
は
原
則
と
し
て

通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

③
前
柚
・
本
稿
で
は
、
「
類
話
」
「
同
話
」
「
同
文
的
同
話
」
の
三
種
を
使
用
し
て

話
を
区
別
し
て
い
る
が
、
そ
の
各
語
の
お
お
よ
そ
の
定
義
は
高
橋
俊
夫
氏
の
も

の
に
従
う
こ
と
と
し
た
。
高
橋
俊
夫
氏
「
今
昔
物
語
集
天
竺
部
出
典
の
再
検
討

ｌ
そ
の
一
、
経
律
異
相
ｌ
」
（
「
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
４
輯
、
一

九
七
二
）
参
照
。

④
野
上
映
子
氏
「
今
昔
物
語
集
の
一
研
究
ｌ
三
宝
感
応
要
略
録
と
の
関
係
に

つ
い
て
ｌ
」
（
「
女
子
大
国
文
」
四
号
、
一
九
六
○
・
８
）
、
池
上
洵
一
氏
「
今

昔
物
語
集
と
原
話
と
の
間
ｌ
欠
文
を
手
が
か
り
に
ｌ
」
（
「
日
本
文
学
」
、

一
九
七
三
・
５
）
、
宮
田
尚
氏
弓
今
昔
物
語
集
』
の
不
採
用
話
か
ら
ｌ
三
宝

感
応
要
略
録
の
ば
あ
い
ｌ
」
（
『
論
纂
説
話
と
説
話
文
学
」
笠
間
書
院
、
一
九

七
九
・
６
、
所
収
）
、
他
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
よ

り
の
引
用
は
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
一
巻
（
ｚ
ｐ
ｇ
段
）
に
よ
っ
た
。

⑤
本
稿
に
お
け
る
『
注
好
選
』
よ
り
の
引
用
は
、
す
べ
て
東
寺
貴
重
資
料
刊
行

会
編
『
古
代
説
話
集
注
好
選
原
本
影
印
井
釈
文
』
（
東
京
美
術
、
一
九
八
三

．
Ⅲ
）
の
「
釈
文
」
に
よ
る
。
ま
た
、
『
注
好
選
』
の
巻
数
は
上
・
中
・
下
で
、

話
数
は
算
用
数
字
で
表
記
し
た
（
例
え
ば
、
上
巻
の
第
一
話
は
、
上
１
と
記
し

た
）
。

⑥
今
野
達
氏
「
東
寺
観
智
院
本
「
注
好
選
」
管
見
ｌ
今
昔
研
究
の
視
角
か
ら

ｌ
」
（
「
国
語
国
文
」
、
一
九
八
三
・
２
）
、
宮
田
尚
氏
「
今
昔
物
語
集
と
注
好

選
・
再
考
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
四
号
、
’
九
八
三
・
ｕ
）
、
後
藤
昭
雄
氏
「
金

剛
寺
本
『
注
好
撰
』
の
出
現
」
（
「
文
学
」
’
九
八
七
・
ｍ
）
、
他
。

⑦
注
⑥
の
後
藤
氏
論
文
に
よ
る
と
、
四
１
後
半
と
の
同
話
は
金
剛
寺
本
・
中
虹

に
あ
り
、
四
２
と
の
同
話
は
金
剛
寺
本
・
中
犯
に
あ
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

金
剛
寺
本
『
注
好
撰
』
は
未
見
。

③
仏
滅
後
の
年
代
を
「
正
法
」
「
像
法
」
「
末
法
」
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
た
も

の
が
「
三
時
説
」
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
最
初
の
五
百
年
（
千
年
と
す
る
説
も

あ
る
）
が
「
正
法
」
で
あ
る
。
「
三
時
説
」
は
、
釈
迦
仏
に
対
し
て
の
み
あ
て
は

ま
る
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
「
仏
」
の
場
合
も
同
様
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
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⑨
中
村
元
氏
『
佛
教
語
大
辞
典
』
（
東
京
書
籍
・
縮
刷
版
一
九
八
一
）
の
「
慈

尊
」
の
項
に
は
「
①
大
悲
の
世
尊
の
意
で
、
仏
を
い
う
。
②
弥
勒
菩
薩
の
こ

と
。
」
と
あ
る
。

⑩
注
⑨
の
『
大
辞
典
』
、
「
記
別
」
・
「
授
記
」
の
項
参
照
。
ま
た
、
注
①
の
拙
稲

Ⅱ
節
参
照
。

⑪
注
⑨
の
『
大
辞
典
』
、
「
無
生
忍
」
の
項
参
照
。
「
阿
羅
漢
果
」
は
小
乗
の
極

果
で
あ
り
、
こ
れ
を
得
た
者
が
再
び
「
記
別
」
を
授
け
ら
れ
る
必
要
は
な
い
は

ず
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
『
注
好
選
』
編
者
が
そ
こ
ま
で
厳
密
に
考
え
て
い
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
説
話
集
の
編
者
が
仏
教
的
な
論
理
を
ど
こ
ま
で
厳

密
に
考
え
て
記
し
た
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
の
場
合
、
『
注
好
選
』

編
者
も
「
慈
尊
」
を
「
弥
勒
」
の
意
と
と
っ
て
い
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い

る
。

⑫
注
①
の
拙
稿
Ⅲ
節
参
照
。

⑬
注
⑥
の
今
野
氏
論
文
。

⑭
注
⑥
の
宮
田
氏
論
文
。

『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
の
構
成

⑬
高
橋
俊
夫
氏
「
今
昔
物
語
集
と
注
好
選
集
」
（
「
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
」

第
３
輯
、
一
九
七
二
参
照
。

⑯
森
正
人
氏
「
今
昔
物
語
集
の
基
礎
的
研
究
ｌ
注
好
選
集
・
私
聚
百
因
縁
集

と
の
関
係
ｌ
」
（
「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
第
”
号
、
一
九
七
七
）
参

照
。

⑰
注
①
の
拙
稿
Ⅲ
節
参
照
。

⑬
山
口
佳
紀
氏
「
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
文
体
ｌ
仮
名
書
自
立
語
の
意
味
す

る
も
の
ｌ
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
、
一
九
六
八
・
８
）
参
照
。

（
な
お
、
本
稿
は
、
説
話
・
伝
承
学
会
昭
和
六
三
年
度
春
季
大
会
〈
於
・
立
命
館

大
学
、
昭
和
六
三
・
五
・
一
・
〉
で
、
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
際
、
多
く
の
先
生
方
か
ら
有
益
な
る
ご
発
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
）

（
は
ら
だ
・
の
ぶ
ゆ
き
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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